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道徳科の授業において子供達が， 

自分事として考えるためには， 
日常生活での種まきが大切です！ 

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育を展開したい 
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ポイントは，「思いやり」と「規範意識」！ 

 

改善前  
人間尊重の精神を生かし，道徳的心情と道徳的判断力を高め，道徳性を養う。 

 

 

 

２ 道徳の指導計画作成 ～「道徳教育の全体計画」と「道徳科の年間指導計画」～ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）校長の方針を明確に示そう！ 

   道徳教育は，学校の教育活動全体で取り組むものであり，校長は学校の道徳教育の基本的な方針

を全教員に明確に示すことが求められています。そのためには， 

  校長は道徳教育の改善・充実の方向を視野におき， 

① 児童生徒の道徳性にかかわる実態， 

② 学校の道徳教育推進上の課題， 

③ 社会的な要請や家庭や地域の期待などを踏まえ， 

学校の教育目標とのかかわりで，道徳教育の基本的な方針を明示する必要があります。 

  

  ＜道徳教育の重点目標の改善例（Ａ小学校の例）＞     

    

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の指導計画については，道徳教育の全体計画作成事項が学習指導要領解説総則編において，道

徳科の年間指導計画作成事項が学習指導要領解説「特別の教科 道徳」編において，それぞれ示され

ています。したがって，各学校においては，校長が道徳教育の方針を明確にし，指導力を発揮して，

全教員が協力して道徳教育を展開するため，道徳教育の推進を主に担当する教師（以下「道徳教育推

進教師」という。）を中心として，｢道徳教育の全体計画」とそれに基づく「道徳科の年間指導計画」

を作成する必要があります。 

改善後 

人間尊重の精神を生かし，思いやりの心をもって，規範を尊重しようとする児童を育成する。 

 

Ｐlan 実態把握・計画立案のために 

 

「児童生徒の道徳意識調査」， 

「アンケート調査」，「教職員の意

見」，「社会背景」等を参考にして，

実態把握をしましょう。 

 

教育基本法に示されている公共
の精神等，日本人がもっていた「規
範意識」を重視したい。 

教育委員会が目指す「思いやりと
規範意識のある人間」を尊重しよう。 

子供たちには，相手のことを思い
やり，しっかりとした規範意識をも
った人間に育ってほしい。 

本校の子供たちは，明るく元気で
やる気もあるが，学校の約束や社会
のきまりを意識して生活することが
十分でない。 

漠然とした目標で，学校として何を重点に道徳教育を行うの
かが分かりにくい。そのため，各学年の道徳の重点内容項目も
ばらばらで，学校として意識統一した指導ができていない・・。
具体性のある目標に修正しよう。 

Ｂの視点，特に「親切，思いやり」 
Ｃの視点，特に「規則の尊重」 

 

○ 道徳の内容とのかかわりを明らかにして，道徳教育の重点目標を設定します。道徳の内容項目も 

参照して，分かりやすい目標にすると，学校の重点内容項目とのつながりが出てきます。 

ここがポイント！ 
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 ＜協力し合える指導体制づくり（Ｂ小学校の例）＞ 

 

（２）道徳教育推進教師を中心とした協力体制を整備しよう！ 

① 協力体制の充実 

学校が組織体として一体となって道徳教育を進めるためには，校長の明確な方針と道徳教育推

進教師等の役割の明確化とともに，全教師が指導力を発揮し，協力して道徳教育を展開できる体

制を整えるようにしましょう。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容項目 主に協力を求める教職員，家庭，地域の方々 

節度，節制 養護教諭・栄養教諭・栄養士・家庭等 

感謝 養護教諭・栄養教諭・栄養士・事務職員 

用務員・家庭・地域人材 等 

勤労，公共の精神 用務員・地域人材 等 

家族愛，家庭生活の充実 家庭 等 

よりよい学校生活， 

集団生活の充実 

校長・教頭・事務職員 等 

伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態度 

家庭・地域人材 等 

国際理解 ALT・JET・地域人材 等 
 

例えば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育推進教師と各部のリーダーが一緒になって

道徳教育が推進できるような推進体制にしましょう。 

 

【道徳推進教師を中心とした指導体制の充実】 

道徳科の指導を計画的に推進し，また，それぞれの授業を魅力的なものとして効果を上げるた

めには，校長の方針の下に学校の全教師が協力しながら取組を進めていくことが大切である。校

長の方針を明確にし，道徳教育推進教師を中心とした指導体制の充実を図るとともに，道徳科の

授業への校長や教頭などの参加，他の教師との協力的指導，保護者や地域の人々の参加や協力な

どが得られるように工夫することが大切である。 

内容項目や教材の内容を吟味

する中で，特に効果的と考えられ

る場合は，道徳科における実際の

指導において他の教師や家庭，地

域の方々などの協力を得ること

が考えられます。 
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校内で協力し合える指導体制づくりの実践事例 

 

○ 校内での協力体制を整えるためには，先生同士の連携がとても大切です。一人一人の先生 

の専門性を大切にし，日頃からコミュニケーションをとっておきましょう。 

○ 担任は，協力していただく教職員や地域などのＧＴとの打ち合わせの際，授業のねらいや 

指導の意図を明確に示しておき，共通理解・共通実践となるようにしましょう。 

○ 年間指導計画に協力してもらう授業を計画的に配置しましょう。また，年間指導計画に， 

実施日や協力者名などの記入欄を設けておき，時期や内容で有効であった授業を記録し， 

共有することで次年度につなげていきましょう。 

 

全校児童生徒の健康管理に目を配る養護教諭

に，健康管理の側面から，「生活習慣」（節度，

節制），「命の大切さ」（生命の尊さ）などから話

をしてもらいます。 

道徳科の授業は，学級担任の教師が行うことを原則としますが，校長や教頭などの参加，他の

教師との協力的な指導などを工夫し，道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実することで，

より自分のこととして考えるとともに，道徳的価値についての理解を一層深め，生活に生かして

いこうとする意欲につながります。 

 

ここがポイント 

 

養護教諭に聴診

器で心臓の音を聞

かせてもらいます。

（生命の尊さ） 

栄養教諭・学校栄養職員に，「食育」（節度，

節制・生命の尊さ）や「和食」（伝統と文化

の尊重，国や郷土を愛する心）などを給食献

立と関連させて話をしてもらいます。 

校長が，画家「奥田元宋」の地域教材の授業

に（Ｔ・Ｔとして）参加し，卒業する生徒に「ふ

るさと」（伝統と文化の尊重，国や郷土を愛す

る心）を考えさせ，ふるさとへの思いを語って

もらいます。 

校長から校章の意味

を聞き，自分達の学校

への思いを深めます。 



- 27 - 

 

② 道徳教育推進教師の役割 

 

 

 

【道徳教育推進教師の役割として考えられる事柄と具体的な行動例】※（ ）内は高等学校 

 事   柄 具 体 的 な 行 動 例 

ア 

道徳教育の指導計画

（全体計画）の作成に

関すること 

・道徳教育の重点目標を全教員が共通認識できる機会をつくる。 

・見直しの視点を示す。（実態から，重点目標から等） 

・指導記録を計画の見直しに生かせるように，指導記録を使った見直しの

機会をつくる。 

イ 

全教育活動における

道徳教育の推進，充実

に関すること 

・学校の重点内容項目を，機会（学校行事・体験活動等と関連して）を見

つけては確認する。 

・年間 1 回以上，各教科，総合的な学習の時間等との関連，体験活動や地

域とのつながり等を年間計画や別葉を基に見直す機会をつくる。 

ウ 
道徳科の充実と指導

体制に関すること 

・校内授業研，道徳教育研修の研修計画へ位置付ける。→記録の蓄積 

・ティーム・ティーティング（Ｔ・Ｔ）授業を計画する。（ゲストティーチ

ャーの活用も含め） 

・複数学年，学級による合同授業を計画する。 

・ゲストティーチャー一覧表を作成し，共有化を図る。 

・全職員で関わるような仕組みを作る。※（所属校内部会の活用） 

エ 

道徳（道徳教育）用教

材の整備・充実・活用

に関すること 

・教材，掲示物，板書記録の保存と活用を行う。（保管場所の明示，提出数

の明示，機能的に活用できるように） 

・地域教材の開発に向けた計画，支援を行う。 

オ 

道徳教育の情報提供

や情報交換に関する

こと 

・研修報告の機会を確保する。 

・校内で紹介したい資料を収集する。 

・近隣の学校で研究授業に参加し合う。 

・ＨＰに「道徳教育」のページを設ける。 

カ 

道徳科（道徳教育）の

授業公開など家庭や

地域社会との連携に

関すること 

・授業公開，懇談会を企画する。（保護者参加型授業も含めて） 

・家庭,地域との連携方法を明確にする。 

・ＨＰに「道徳教育」のページを設ける。 

・学校便り，学級便りに意図的に掲載するように働きかける。 

キ 
道徳教育の研修の充

実に関すること 

・校内授業研修，道徳教育研修の研修計画へ位置付ける。 

・模擬授業の実施を提案する。 

ク 

道徳教育における評

価に関すること 

（道徳教育の全体計

画の評価に関するこ

と） 

・学校自己評価へ位置付ける。 

・子供の道徳性の見取りについて，共通理解を進める。（上段キと関連） 

・記録の仕方を統一する。 

・保護者や外部の方の声を集める。 

道徳教育推進教師が全体を掌握しながら，全教員の参画，分担，協力の下に道徳教育が

円滑に推進され，充実していくように働き掛けていくことが望まれます。 
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○ 学びと生活をつなぐ工夫 

■授業の振り返りの掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 取組の意図 

・児童生徒が授業での学びを普段の生活の中でも振り返って生活に生かせるようにする。 

・授業者が，これまでの児童生徒の学びや各内容項目等のつながりを踏まえた授業実践がで

きるよう，毎時間の授業の要点をまとめ，教室や掲示板への掲示を行う。 

 

○ 実施するときのポイント 

・情報過多にならないよう，ポイントを絞った簡潔な内容で掲示しましょう。 

・児童生徒が関心をもつとともに，学びを想起できるきっかけとなるよう，文字だけでなく，

児童生徒の考えやノートへの記述，イラストを載せるなど工夫をしましょう。 

・教室や掲示板など，教員や児童生徒の目につきやすい場所へ掲示しましょう。 

教具，掲示物等を整理し，教職員間で共有している例 

主題名，授業での学び 
内容項目ごとの 

授業イラスト掲示 

児童生徒の主な考え 
中心発問，板書， 

道徳ノートの記述 
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○ 教材の準備，整理，保存の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教具，掲示物等を整理し，教職員間で共有している例 

○ 取組の意図 

・学年に複数学級ある場合，先行事例をもとに，ブラッシュアップしながら授業改善を進

めていくことができるようにする。 

・来年度，授業実施する際の参考資料を蓄積・共有しておくことで，教職員同士が参考資

料をもとに，発問構成，学習指導過程，指導方法等を検討することができ，教職員全体

の授業力向上につなげる。 

○ 実施する時のポイント 

・いつでも誰でもすぐにデータ共有ができるよう，授業記録やワークシート，導入や終末

で活用できる資料，関連動画，授業づくりの参考となるデータ等は，校内共有サーバー

にデータ保存しておきましょう。 

各教員がすぐに手に取れるよう，授業記録のファイルや教具をまとめ，職員室に保管している。 

中の教材が一目でわかるように， 

袋の表に教材名，主題，内容項目を記載

し，挿し絵を貼り付けている 

中には，ワークシート，挿絵， 

発問短冊が入っている 

各学年，各学級で 

授業記録ファイルを作成・保管 

学習指導過程，成果と課題， 

今後に向けて，板書等 
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（例）地域教材「せらまち音頭に込められた想い」開発の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材開発に向けた計画，支援の工夫の例 

【計画，支援の際のポイント】 

○ 教材を作成・選択する際は，児童生徒の興味を引くことにのみ留意するのではなく，「この

教材で何を考えさせるのか」という授業のねらいや指導の意図を明確にすることが大切です。 

○ 普段から学校や地域の特色ある資源，人材，行事，ニュースなどを内容項目の視点から捉え，

授業に活用できないかアンテナを張っておくことが大切です。 

① 生徒の発達段階や特性，地域の事情等を考

慮し，教材化したい内容を検討する。 

② 教材の活用方法を考える。 

（内容項目，ねらい，指導学年など） 

④ 担任とともに具体的な指導計画を作成する。 

⑤ 教材の使用許可の申請やゲストティーチャ

ーとの連絡調整を行う。 

フラワーフェスティバルで踊っ

た「せらまち音頭」の歌詞は郷

土愛の学習に生かせそうだな。 

いろいろな歌詞に込められた想

いを考えさせるために，ＫＪ法

による活動を取り入れよう。 

授業の実施 
※可能であれば担任とＴ・Ｔで授業

を行う。 

道徳教育推進教師の役割 

⑥ 作成した教材，指導記録等を保管し，次年度

以降の年間指導計画に反映させる。 

終末で「せらまち音頭」の作

成に関わった方に当時のこと

を語ってもらおう。 

来年度は実施時期をフラワー

フェスティバルの近くに設定

しよう。 

③ 教材を作成する。 

 道徳科に用いられる教材を具備する際は，「児童生徒の発達の段階に即してい

るもの」，「児童生徒が深く考えることができるもの」，「特定の見方や考え方に

偏った取扱いがなされていないもの」などの要件を満たすことが大切です！ 
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（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

○ 資料を収集・整理する過程で，改めて大切なことに気付く場合があります。その気付きを

具体的に付け加えながら情報提供することが大切です。 

○ 情報提供した後も，機会を捉え，ポイントを絞って再共有したり，資料の活用状況を把握

して具体的な助言をしたりしていくと，さらに活用することを促すことができます。 

共有し 活用できるようにするために 

校内で資料を共有・校外へ取組を発信するための工夫の例 

伝えたいことを整理・

選択し，キーワードを

使い表現。 

校内で学んだことを，町内

の道徳教育推進協議会等

においてプレゼンテーシ

ョンを使い情報発信。 

町内の道徳教育推進協議会

等において，校内で研究した

ことを，スライド資料等を使

って情報発信する。 

ここがポイント 

① 情報収集 
『指導に生かされ，児童の成長
につながる』評価に関する資料
や情報を集める。 
 

② 資料作成 
分かりやすさ，見えやすさ，使
いやすさを優先して整理・作成
をする。 

 
③ 校内研修で周知 

研修の場面で表を提示して，表
記の視点や観点と結び付けて具
体的に指導案等を検討する。授
業後の協議で活用する。 

 
④ それぞれの実践 

各自が，授業づくりや授業の振
り返りの場面で視点や観点を意
識し実践に活かす。 

 
⑤ 市町内へ周知 
  効果的であった取組は，各市町

の道徳教育推進協議会等にお
いて，共有することで，市町に
おける道徳教育の推進・充実を
図る。 
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その１ 家庭や地域社会の情報は生徒の力を借りて収集，そして，授業での活用へ 

その２ 地域支援員さんとの連携による学校外の人的物的資源の活用へ 

生徒は地域の宝物を多く知っているはず。生徒の作文などから情報収集します。 
生徒作文の募集 

生徒作文を活用し，教材と結び付けたり，ＧＴを招いて授業を行ったりします。 

大和支所 
(地域) 

その３ 地域はいつでも協力的！ 開かれた学校を待っている！ 
道徳教育推進教師はつなぎ役！ アンテナ力とキャッチ力でマネジメントを！！ 

大和に 
生まれてきて 
良かったと 
大人になって

思って 
くれたらいい 

三
原
市
地
域
支
援
員 

大
和
町 

各市町に配属されている地域支援員さんとの連携です。各自治区にも通じておられ，地域と学校の橋
渡しをしてくださいます。この地域支援員さんが，地域のＧＴ（ゲストティーチャー）など人的・物的
な資源を紹介してくださることで，より充実した連携や協働した取組ができるようになります。「大和を
元気に」という思いを共有しながら，地域と学校を結んだ活動を行いました。 

 

地域の方と連携して進める授業の実践事例 

大和を元気に 
道
徳
教
育
推
進
教
師 

時や場，人，モノなど多様
なつながりをマネジメントす
ることで，生活につながる道
徳教育を進めていきました。 

地域を知り，地域から大切に
されている自分に気付き，役
に立ちたいという思いが生ま
れてきます。 

大和中 
(学校) 

 

夢や目標を抱き 

地域・社会に 

貢献する 

生徒の育成 

連携によって生徒が地域とつながる学校へ 

生徒 

地域振興部
から感謝状 

販売体験 

商品開発 農
業
体
験 

ラ
ジ
オ
宣
伝

に
向
け
て 

キャラクター
デザイン 
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＜道徳教育推進教師の活動計画（例）＞ 

 

 

 

 

 

道徳教育の重点目標：自分自身と向き合い，誠実に生きていく子供を育てる。 
           自他の生命を尊重し，大切にする子供を育てる。 

集団の中で自分の責任を果たし,主体的に協力する子供を育てる。 

道 徳 教 育 の 指 標： 
・人の気持ちがわかる人間になりたい。（肯定的回答 90％以上） 
・人が困っているときは進んで助けている。（肯定的回答 90％以上） 
・児童会や学校行事などにおいて学校の一員としての役割や責任をしっかりと果たしている。 

（肯定的回答 90％以上） 

月 〇〇市道徳教育推進協議会 道徳教育推進計画 道徳教育推進教師が行うこと 

４ 

 ・校内道徳教育推進委員会の 
確立 

・道徳教育推進体制の確立 
・全体計画・年間指導計画の 
確認 

・研究授業の計画，授業評価 
項目の協議 

・道徳用教材の確認 
・児童実態の共有 
・教材分析研修 
・道徳科についてのアンケー
ト調査の実施 

・全体計画・年間指導計画の
評価・改善の協議 

・道徳推進委員会の活動計画提案 
・全体計画・年間指導計画の見直しの視点 
及び具体的な取組の提案 

・各教科等との関連について整理 
・授業評価シートの作成提案 
・アンケート調査作成提案 
・教材の管理 
・研修だよりの発行 
・道徳科における指導・助言 
・アンケート調査の集計・分析 
・アンケート調査，全体計画・年間指導計画
の評価等に基づく取組の分析・改善策の提
案 

５ 
 

６ 
 

７  

８ 
 

振
り
返
り 

○ほぼ計画通り提案し，実行することができた。 

９ 
 ・アンケート調査 

・研究授業の実施 
・道徳参観日の実施 
・全体計画・年間指導計画の
評価・改善の協議 

・〇〇市道徳教育推進協議会での研修内 
容について情報伝達 

・事後研究をもとに授業改善策を提案 
・家庭や地域社会からの意見を分析・改善策
の提案 

・全体計画・年間指導計画の評価等に基づく
取組の分析・改善策の提案 

10 
 

11 
 

12 
 

振
り
返
り 

○道徳参観日の効果的な実施のための提案を行うことによって，道徳参観日には，学校の道徳教育に関す
る方針や取組を発信するとともに，各学級で保護者等参加型道徳授業と意見交換を行い，家庭・地域と
の共通理解が図られた。 

１ 
 ・研究授業の実施 

・道徳教育に関する取組実態 
の共有 

・アンケート調査 
・全体計画・年間指導計画の評 
価・改善の協議 
 

・事後研究をもとに授業改善策を提案 
・道徳教育に関する調査（県）の回答 
作成 

・アンケート調査の集計・分析 
・アンケート調査結果，全体計画・年間指
導計画の評価等に基づく取組の分析・改
善策の提案 

２ 
 

３ 
 

振
り
返
り 

○児童生徒の意識調査を実施・分析し，児童の実態に応じて取組の改善が図られた。 
△道徳科における指導・助言について，計画的に十分に行うことができなかった。来年度は〇〇市道徳教
育推進協議会での研修内容を踏まえ，研修計画に基づいて計画的に行いたい。 

 

 

○ 道徳教育推進教師の活動計画を作成することで，活動内容や時期が明確になり，機能化が図られ

ます。また，道徳教育推進教師が変わっても同様な活動が期待できます。 

ここがポイント！ 

第１回協議会 

＜6月 18日＞ 

○研究授業 

○道徳教育推進教師

の役割について 

 

第２回協議会 

＜8月 25日＞ 

○模擬授業 

○道徳科の授業づく

りについて 

第３回協議会 

＜11月 7日＞ 

○研究授業 

○講師講話 

 

第４回協議会 

＜1月 28日＞ 

○研究授業 

○今年度のまとめ 

 

年度初めに，道徳教育推進教

師としての活動の時期や内容を

計画しておきましょう。 
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＜道徳教育の全体計画（例:中学校）＞ 

 

 

（３）道徳教育の全体計画を作成しよう！ 

   全体計画の作成に当たっては，理念だけに終わることなく，具体的な教育実践に生きて働くもの

になるよう，体制を整え，全教員で創意工夫して作成することが大切です。 

   また，各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期を整理したもの，道徳教育に関わ

る体験活動や実践活動の時期等が一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連

携のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を通して具体的に活用しやすい

ものとすることが考えられます。 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の実態 

保護者・ 

地域・教職員

の願いなど 

道徳教育推進の基本方針 

道徳教育の重点目標 

※焦点化 

道徳科の 

指導方針 

指導の内容・
時期 

学校の教育目標 法的根拠 

各学年の重点目標 

別葉で 

家庭・地域との連携，特色あ

る教育活動や豊かな体験活

動における指導の指針 など 

各教科，外国語

活動（※小学校のみ），

総合的な学習の

時間，特別活動

における指導の

指針 

道徳教育の推進体制 
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＜道徳教育の全体計画 別葉（例）＞ 

より実効性の高い全体計画とする
ためには，各教科等における道徳教育
の指導内容や時期を示した別葉を作
成して活用しましょう。 

指導する内容項目について，どの教科等で，いつ，どのような

道徳教育を行うのかなどを意識した指導につながります。また，

重点内容項目を強調することで，道徳教育の重点化が図られます。 

①  ４つの視点と内容項目ごとに，各教科等における道徳教育に関わる内容及び時期を 

示した例 （中学校第２学年） 

四つの視点と内容項目ごとに 

各教科等ごとに 

重点目標 
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② 道徳科と各教科等ごとに，道徳教育に関わる内容及び時期を示した例（小学校第５学年） 

月毎に，道徳科と各教科等の単元や題材で，どのよ

うな道徳の内容を指導するのかが明確になります。 

学校教育目標，道徳教育の重点目標，学年重点目標を踏まえた別葉 

道徳の時間及び各教科等ごとに 

月ごとに 
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各教科等との関わり 

③ 内容項目ごとに，各教科等との関連を発達の段階を踏まえて示した例 

学校や学年の道徳教育の重点目標を入れておくと，重点目標を意識して
指導することができます。また，道徳科と各教科等との関連を意識した指
導を行うことができます。 

内容項目ごとの教材名 
（発達の段階ごと） 

 

 ここがポイント！ 

○ 道徳教育の全体計画や別葉を作成する際は，道徳教育推進教師一人が作成するのではなく， 

全教員が作成にかかわるようにしましょう。 
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＜道徳科の年間指導計画（例）＞ 

 

 

学年の基本方針

回 1 月 4 週 2

主題名 節度ある生活 内容項目

教材名 流行おくれ 出　　典

主題構成の理由

ねらい

学習指導過程

他の教育活動との
関連

振り返り

備考

学習規律の指導（常時），学級活動（２）基本的な生活習慣の形成

１　身近な集団の中で自分の役割と責任を主体的に果たせるようにする。
２　教材の中の特定場面や状況を自分との関わりで考え，自分の生き方に
ついての自覚を深めさせる。

節度，節制Ａ（３）

文部省　読み物資料
「主として自分自身に関すること」

　生活を振り返り，自ら節度を守り，節制に心掛けることについて，主人
公を通して考える。

　生活習慣の大切さを知り，自分の生活を見直し，節度を守り，節制に心
掛けようとする態度を育てる。

１　児童の流行に関することについて話し合う。
２　教材「流行おくれ」を読んで話し合う。
（１）みどりと社会科見学の服装についての話をする真由美は，どんな気
もちだったか。
（２）母にたしなめられた真由美は，どんなことを考えたか。
（３）わたるに「ゲームの本を返して」と言われた真由美は，どんな気も
ちだったか。
（４）シーンとして自分の部屋を見回す真由美は，どんなことを思ってい
たか。
３　節度節制について，心掛けている事柄や実行している事柄の話合いを
通して，自分の生活を考える。
４　生活習慣について，教師が日ごろ努力していることの説話を聞く。

（４）道徳科の年間指導計画を作成しよう！ 

年間指導計画は，道徳科の指導が，道徳教育の全体計画に基づき，児童生徒の発達の段階に即し

て計画的，発展的に行われるように組織された全学年にわたる年間の指導計画です。具体的には，

道徳科において指導しようとする内容について，児童生徒の実態や多様な指導方法等を考慮して，

学年段階に応じた主題を構成し，この主題を学年別に年間にわたって適切に位置付け，配列し，学

習指導過程等を示しましょう。 

＜年間指導計画に明記しておくことが望まれる事柄＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 各学年の基本方針 

○ 各学年の年間にわたる指導の概要 

 ア 指導の時期  イ 主題名  ウ ねらい  エ 教材 オ 主題構成の理由 

 カ 学習指導過程と指導の方法   キ 他の教育活動等における道徳教育との関連 

 ク その他（校長や教頭などの参加及び教員の協力的な指導の計画，保護者や地域の人々の参加・

協力の計画，複数の時間で取り上げる内容項目の場合の全体構想等） 

オ 主題構成の

理由 エ 教材名

（出典） 

イ 主題名 

学年の基本方針 

キ 他の教育活動との関連 

カ 学習指導過程 

内容項目 

ア 指導の時期 

（回・月・週） 

ウ ねらい 

振り返り 

小学校第５学年 年間指導計画 

 ここがポイント！ 

○ 振り返りや備考欄を設け，授業実施後に気付きを記入しておくと，次年度に向けて，さらに加

筆・修正することができ，授業改善につながります。 
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（５）各教科等との関連を図った実践例 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「総合単元的な道徳学習プログラム」の例 

【作成と活用のポイント】 

○ 作成に当たっては，自校の道徳教育全体計画（別葉）を参照し，各教科の学習内容と内容項

目との関係を明確にしましょう。また，必要に応じて別葉を見直しましょう。 

○ できるだけ短い期間で学習内容を絞って計画・実行すると，児童生徒が学びのつながりを実

感しやすくなります。 

○ プログラムと同様の形式の自己評価シートを作成し活用することで，児童生徒に学習内容の

つながりを意識させるともに，自らの学びを振り返る場面を設けることができます。 

生徒の自己評価シート ①プログラムの実施前に，テーマ

に係る自分の現状を振り返る。 

②各学習の終了後に振り返り

を記入する。 

③自分の学びを振り返り，

この学習を今後どう生か

していくかを記入する。 

④保護者から評価をもら

い，自らの学びと変容を

自覚する。 
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 【質の高い多様な指導方法の工夫の実践事                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 年間指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                 道徳学習プログラム 

 

 

   

防災教育と関連を図った実践例（年間指導計画をもとに道徳学習プログラムを作成の例） 

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 総則編 付録６ 

「⑬ 防災を含む安全に関する教育」（現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容） 

「学習指導要領解説 総則編 付録６ ①～⑬」に示された内容を，年度当初に教育課程

に導入することを検討することによって，学習指導要領で求められている「現代的な諸課題

に関する教科等横断的な教育内容」を年間指導計画に反映することができます。そのことに

より，児童は，小学校での６年間を通して「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内

容」について学ぶことができるようにします。年間指導計画は，単元の終了後，児童の学び

や姿を基に，随時，改善していくことが大切です。 

事例として示している道徳学習プログラムは，小学校学習指導要領における「⑬防災を含む安全

に関する教育」の内容を踏まえて作成しています。「安全・安心な教育環境の構築」の一助として，

４年生では「稲むらの火」で知られる「濱口梧陵」をキーパーソンとして，道徳科「お父さんのじ

まん」，社会科「よみがえらせよう，われらの広村」「自然災害から命を守る」等，各教科等の内容

と関連させ，命を守り,「安全で安心な社会づくりのために,『地域の支援者となることのできる子

ども』」を目指していきます。 


